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国際研究交流会議�
テ  ー  マ：�
�
日　　　時：�
会　　　場：�

「アジアの都市における�
　　　　　　共生社会のビジョン」�
2003年7月4日（金）13:30～16:00�
アクロス福岡国際会議場�
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●第1点目は、アジアの都市形成の歴史において、ヨーロッパとの
接触や植民地化支配の影響は極めて重要な意味を持ち、それが多様
性を結実し、共生へのプロセスに新しい可能性をもたらしていること。
布野氏は基調講演の中で、東南アジアの都市部で存在する「カン

ポン」（マレー語、日本語の「ムラ」という意味に近い）を例に取り上げ、
都市の「共生」を考える手がかりを紹介しました。伝統的なムラ社会
ではなく、ヨーロッパとの接触でできた植民地都市を意味する「カ
ンポン」には、さまざまな所得層や民族が住んでおり、多様性に富
んだ居住地です。また、人々がサービスをわけあい、相互に助け合
う高度なサービス社会でもあります。都市にあるにもかかわらず、
このようにカンポンのコミュニティ内で生活が完結しうるため、カ
ンポン内では田舎の生活様式や伝統舞踊など伝統文化が保持されて
います。また、所有関係が複雑なため、法体制は整備されているが
徴税できなかったり、不動産業者が手をだせない状態で、そのため、
カンポンのコミュニティが維持されているとも言えると述べました。
一方、新谷氏は1930～40年代の租界時代に上海には異文化は共

存していたが「共生」してはいなかったことを紹介し、この上海特有
の「租界文化」が発生した要因として、純粋な植民地とは違い、租界

では外国文化の影響下にありながら、選択的に受容する自由があっ
たことを指摘し、理念としてはなかったが、皮膚感覚でとらえてい
た素地があったのではないかと提示しました。その上、異文化がふ
れあうとき、蔑視・敵視→自己生存のための利用→共存のための相
互依存のプロセスを経て共生にいたるまでには、ある種の思想の転換、
発想の転換が必要であると分析しました。
また、李氏は、韓国・鎮海市に数多く残されている日本式の住宅

（日式住宅）の現在の利用状況を紹介し、建築様式はそのままで韓国
人が居住しており、日本の住文化による都市居住空間と韓国の都市
居住空間とが葛藤し、同化している現実から、日式住宅が韓国の住
文化とどのように共生しているか、またお互いの住文化がどのよう
に共生の関係をもちながら発展していけるかという問題提起を行い
ました。

●基調講演
布野 修司氏（京都大学大学院工学研究科助教授）
●コーディネーター
出口 敦氏（九州大学大学院人間環境学研究院助教授）
●パネリスト(順不同・敬称略）
新谷 秀明（西南学院大学文学部教授）
松田 晋哉（産業医科大学公衆衛生学教室教授）
三宅 博之（北九州市立大学法学部教授）
李 賢 姫（韓国・ 園大学校建築・室内建築学科副教授）
布野 修司（京都大学大学院工学研究科助教授）

●第3点目は、アジアで都市の共生を考える際に、人々の意識形成
が極めて重要で、そのために地道な努力が求められていること。
布野氏は、クリフォード・ギアツが提唱している「インボリューシ

ョン」概念を援用し、進化（エボリューション）していくのではなく、
内にむかって進展していく、インボルブしていく、つまり、無限に
成長していくのではなく中を充実させていく必要性を強調し、貧困
の共有（Shared poverty）という概念を踏まえながら、豊かさだけ
追求するのではなく限られた資源をみんなで分け合うという発想を
「カンポン」から学ぶべきだと述べました。
三宅氏も自らの実践を踏まえ、バングラデシュ・ダカにおける廃

棄物処理問題は、行政のみならずNGOも関わっていることを紹介
しました。あるNGOは中間層の居住地域及び低所得者が居住する
スラムにおいて、各戸から料金を徴収して生ゴミを回収し、コンポ
ストにして売っています。このような廃棄物処理活動を通じて中間
層と低所得者層の環境保全・環境意識がどこまで同じ水準に達しう
るかは、共生を探る際に非常に重要な指標となっていると指摘しま
した。

●第2点目は、アジアを席巻する経済急成長は農村よりも都市への
影響がより強く現れ、農村型が多いと言われる途上国が抱える諸問
題は、アジアではむしろ都市型として発生する傾向が強いこと。
松田氏の紹介によると、ベトナムの保健衛生問題は、一般的に途

上国で考えられるような不十分な衛生状態や低栄養、あるいは感染
症の蔓延といった農村型ではなく、むしろ市場経済導入や急速な都
市化に伴い発生した大気汚染や産業廃棄物、生活排水など都市型に
属しています。市場経済化、情報化、経済活動の自由化により、豊
かな生活への欲求が増え、大量消費、モータライゼーション、都市
への集中など経済発展と社会の共存が今では大きな課題となってい
るとのことでした。

自主研究8Aプロジェクトの研究テ
ーマである「アジアの都市における共
生社会のビジョン」の中間報告として、
国際研究交流会議を開催しました。
最初に、布野氏による「カンポンの

世界～アジアの都市の共生原理」をテ
ーマにした基調講演が行われ、その
後引き続き行われたパネルディスカ

ッションでは、当プロジェクト研究主査の出口氏によるコ
ーディネートのもと、当プロジェクト参加研究者と布野氏
を交えた5人のパネリストが、「共生」をキーワードにそれぞ
れの専門分野から意見を交換しました。

議論は広範囲に渡って展開されましたが、重要なポイントとして、
とくに次の3点が強調されました。
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市民セミナー�
「再発見！－躍動する上海の素顔－」�
日　　時：�
会　　場：�

2003年8月30日（土）13:30～15:30�
福岡市博物館講堂�

●出演者
田中 豊（コンサルタント、アジアネット代表）
新谷 秀明（西南学院大学文学部教授）
出口 敦（九州大学大学院人間環境学研究院助教授）
倪 宝 栄（福岡工業大学工学部教授）
松岡 恭子（建築家、スピングラス・アーキテクツ代表取締役）
●進行役
唐 寅（アジア太平洋センター プログラムオフィサー）

市民セミナーは、現在アジア太平洋地域において話題性の
高い事柄についてわかりやすく紹介する単独講座として開
催しています。

冒頭に、めざましい発展を成し遂げている上海の今を紹介するビ
デオを放映し、続いて福岡在住の新鋭学者や実務家5名が、会場に
集まった200人近い聴衆を前にして、2時間に渡り、上海の魅力や上
海観察の視点について語りました。

新谷秀明氏は、かつて上海の復旦大学に留学した経験を持ち、専
門的な立場と自らの体験を踏まえながら、近代中国文学史に登場す
る日本と上海との関わりや、上海を象徴する「海派」文化の特色を紹
介し、「上海の魅力」を語りました。
松岡恭子氏は、ニューヨークや台北、そして上海での経験をふまえ、

上海人の気質を鋭く指摘したうえで、「新天地」開発に見られる伝統
とモダンの共存、「過去を上手く利用しながら新しいものと融合さ
せる」ことの可能性を説明しました。
出口敦氏は、上海の市街地再開発計画事業に参加した経験を持ち、
生き物としての上海という「都市」のイメージやそこに見られるに
ぎわいの構造等を紹介し、「上海は21世紀の未来都市のモデルとな
り得るか」という問題提起と共に、福岡との比較を試みました。
倪宝栄氏は、自然科学系の研究者ですが、上海生まれで上海育ち、
日常生活の中で現れる上海人と他の地域の出身者との言動の違いを
取り上げ、移民都市である上海に見られる文化的多元性や多様性を
紹介し、「だから、上海人って何なんだ」を問い直しました。
田中豊氏は、長年中国でのビジネス展開の実績を持ち、上海での

消費者の動向や嗜好を紹介しながら、「過去・現在・未来の夢と現
実を体感する街」上海に、これから巨大市場としての可能性と魅力
について分析しました。

短い時間で語り尽くせない上海の「魅力」は、高層ビルが林立する
近未来都市のような景観やライトアップされた夜景だけではありま
せん。そこに暮らす人々の活力が「魅力」を高める源であり、その「素
顔」を知れば知るほど、上海という街への思いがいっそう膨らみます。
福岡から飛行時間わずか1時間あまり、900kmほどしか離れてな

い上海、中国経済を牽引する巨大都市としてこれからも躍動し続け
ると思われます。当センターは情報源の所在を明らかにし、これか
らも上海情報を提供し続けて行きます。ただ、「百聞は一見に如かず」、
変化の激しい当地の事は直接自分の目で確かめることが最も確実です。

8月30日、福岡市博物館講堂にて、市民セミナー「再発見！
－躍動する上海の素顔－」を開催しました。

浦東新区のそびえたつ近未来ビル群�

各国のファーストフード店が立ち並ぶ�

通勤ラッシュ時の市街地�
（写真提供：田中　豊氏）�
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市民セミナー�
「最強の華僑・客家ネットワーク」�
日　　時：�
会　　場：�
講　　師：

2003年9月17日（水）13：30～15：30�
ソラリア西鉄ホテル「花」�
緒方　修 氏�
沖縄大学人文学部国際コミュニケーション学科教授�

［講演要旨］
客家は、元々黄河流域に居た人々が2000年前から戦乱を避けて、

南へ4回から5回にかけて下り、500年程前に福建省にたどりつき、
更にそこへ来た人々が世界中へ散らばっていったものである。華僑
というのは、海外へ移住した中国人の総称であり、客家はその内3
分の1以下くらいを占める。
客家の象徴として円楼がある。これは敵から身を守るための住居

として最初はコの字型の方楼に住みついたものが、次第に建築的に
死角ができない円い円楼に住むようになったものである。円楼は多
いところで中に400人くらい生活しており、500～700個あると言
われる。試算ではこの中に住んでいるのは1万数千人しかいない。
方楼は1万個くらいあると言われる。
沖縄にも客家の一部は来ていたのではないかと思われる。久米

36姓と呼ばれる渡来人が居り、福建省から来て琉球王朝のアドバ
イザーであり貿易指南役だった。彼らは、昔の北京語に似ていると
言われる客家語を使い、貿易のノウハウも持っていた。
現在、2年に1回は世界客家大会という会合が開催されており、客

家の人々は世界中にネットワークを張り巡らしている。世界客家大
会では、客家同士のネットワーク強化のためビジネス、教育、文化
など様々な面での企画が提案される。つまり、信用を基礎にした客
家ネットワークが世界大に構築されており、それが大会で再確認さ
れているのである。客家は、まず血縁、郷縁、語縁のグループで固め、
さらに他の文化を吸収しつつネットワークを構築する性癖が身につ
いたと思われる。また、数世代先まで見越して円楼を作っているよ
うに、中天に構想を描くという性格を持っている。一族は代表が祖
堂に集まって色々なことを決めなければならなかったので、リーダー

としての資質を磨くことに役立ったと思われる。それから客家は現
実を客観視すると言われる。子供が3人居ると1人は中国へ、1人は
台湾へ、1人はカナダへ行かせるというように、リスクを分散し、国
家など信じるに足りないという考え方をする。国の権威は全く何の
頼りにもならず、国など信じる方が愚か者と考える。
円楼は、海外に出て行った客家人が成功して、故郷に錦を飾るた

めお金やモノをもたらす場所であり、なおかつ情報も入ってくるので、
かなりの情報ネットワークがある。円楼は大抵かなり辺鄙な場所に
あるが、田舎でも情報において劣っているとは思えない。現在では、
Eメールや衛星放送といった通信手段も利用されているのである。

1946年生まれ。中央大学経済学部卒業後、
文化放送入社。放送記者、報道番組制作
等を担当。1997年退社後、現職。
泡瀬干潟ガタリンピック名誉会長、マリ
ンスポーツクラブ顧問、文化経済フォー
ラム設立発起人兼代表世話人などを務める。
著書：「世界客家大会を行く」（現代書館）、「客
家見聞録」（現代書館）など。

講師プロフィール

客家（はっか）は、北方の漢民族が、歴代の中原一帯の戦
乱を避けて、集団で南下してきた人々です。彼らは南方中
国の大穀倉地帯に入れず、山間地や未開耕地に入るしか道
はありませんでした。そうした過酷な歴史的背景が、団結
心に富み、戦いに挑んで勇敢であるという客家の性格を作
り上げ、軍人、政治家、革命家を輩出しました。また一般
中国人に溶け込まず、山間地にまとまって暮らすことで、
彼らの独特な文化や言葉を純粋な形で残すことになりました。
現在、客家は、福建閥、広東閥や潮州閥と並ぶ海外華僑

の一大グループを形成しています。数年おきに開催される
世界客家大会には、各国に散在する客家代表数万人が出席し、
信用を基礎にしたネットワークが世界大に構築され再確認
されています。
このような客家のネットワークやパワーについて、沖縄

大学の緒方修教授にご講演いただきました。

円楼�

円楼外観�

台湾客家女性の衣装�
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アジア情報懇話会�
この懇話会は、業務としてアジアにかかわっている企業・団体・

行政機関が、情報の交流を通して多角的な視点からアジアに関する
理解と認識を深め、業務展開上の参考としていただくことを目的と
した意見交換会です。
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●第30回例会（2003年7月17日）
今回は、「グローバリゼーションと日本経営～東欧からの視点～」
というテーマで、下記のとおり開催しました。
●話題提供者
ヤンシーコラ氏（チェコ・カレル大学哲学部助教授経済・金融政策専攻）
●コーディネーター
小川 雄平 氏（西南学院大学商学部教授）

［刊行物紹介］

自主研究成果本�

研究誌�

アジア太平洋センター　研究叢書13　九州大学出版会発行�
『民族共生への道～アジア太平洋地域のエスニシティ～』　片山　隆裕 編著�

本書は西南学院大学文学部教授の片山隆裕氏を研究主査として実施した自主研究6Aプロジェクト「多
民族国家にみるエスニシティ―アジア太平洋地域における民族共生への模索―」（2000年度～2001年
度実施）の研究成果をまとめたものです。研究主査である片山氏をはじめ当プロジェクトの参加研究者
全員がアジア太平洋センター若手研究者助成を以前受けたことがあり、現在も各分野でご活躍中です。
本書が、「エスニシティの時代」「文化の時代」といわれる現代において、民族や文化の共生がどのよ

うに模索され、共生へ至る道のりにどのような課題が横たわっているのかという点について理解を深め、
アジア太平洋地域における民族および文化の共生について21世紀の国際関係を考えていく上での指針
の提供に寄与できれば幸いです。

「APCアジア太平洋研究」第12号（日本語版・英語版）を刊行�

今回は当センター設立10周年記念シンポジウム「グローバル時代のアジア都市の活性化と共生」にて
ご講演いただいた先生方、またこれまで当センターの事業に深いご理解と暖かいご支援をいただいて
おります海外の研究機関の代表者からご寄稿を賜り、その特集号として刊行しました。
入手ご希望の方は、アジア太平洋センターまでお問い合わせください。
【特集内容】
●アジア太平洋センター10年の歩みを思う
九州大学大学院経済学研究院院長・教授 矢田俊文
●現代アジア都市と「ソフトパワー」
政策研究大学院大学教授 青木保
●東南アジアの都市ーバンコクにみるグローバル都市の諸相ー
タイ・チュラロンコン大学政治学部社会開発研究センター所長 スリチャイ・ワンゲーオ
●釜山発展研究院とアジア太平洋地域の研究交流の現状と展望
韓国・釜山発展研究院院長 金学魯
●吉林大学東北アジア研究院とアジア太平洋地域の研究交流の現状と展望
中国・吉林大学東北アジア研究院院長 王勝今

〈主な内容〉
現代のグローバル化の特徴
●冷戦後におけるグローバリゼーションの特徴として、①政治・経
済における新パラダイム：政治（民衆主義体制）と経済（市場経済体制）
の枠組みに新パラダイム（アメリカ式）が導入された②情報のグロー
バリゼーション：技術革新の結果、情報の収集、処理（加工）、伝達、
普及のパターンが根本的に変わり、情報を独占（支配）することがで
きなくなった③国際金融の変化：金融市場の本質と機能が根本的に
変化し、本源的資産に対して、新金融商品（デリバティブ）が急速に
導入され、取引高も急激に増加した。

グローバル化の中での日本
●グローバルな世界では、日本は「仲介国家」の役割を果たす可能性
を持っている。日本文化史の観点から、日本社会は「調和」のパター
ンに基づいて、内外の要素を調整できる。こうした役目を果たしう
る前提として、①政治・経済・社会体制の再編成②日本型企業シス
テム及び日本的経営の再定義が必要とされる。

経営改革の主要点
●日本企業の経営改革の主要点の一つは、新しいグローカル（glocal）・
アイデンティティの確立であり、それは、日本企業の独自性を持つ
ことである。日本独自の文化や制度、技術・技能によって支えられ
た物作りが有する競争力を活かしていくことである。その他の主要
点として、①収益性の重視、経営意志決定の高度化と迅速化、経営
の透明性の向上などを重視する新しいガバナンスの確立②株式持合
の変質と株主構造の変化③新しいネットワーク社会の構築④新しい
行政・政治の役割⑤国民全体で企業活動のリスクを支えていくリス
ク分有社会の構築の重要性などがあげられる。
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ADB寄託図書館受け入れ資料紹介�
●平成15年7月～10月の寄託図書

●Kiribati: Monetization in an Atoll Society
●Defining an Agenda for Poverty Reduction 1,2
●ADB-Government-NGO Cooperation
●Asian Development Outlook 2003
●Development Management
●Road Funds and Road Maintenance

●Commercialization of Microfinance Philippines
●Philippines: Improving Government Performance
●Afghanistan's Transport Sector on the Road to Recovery
●Afghanistan's Environment in Transition
●Rebuilding Afghanistan's Agriculture Sector
●A New Start for Afghanistan's Education Sector など�

●お勧めの一冊

モンゴル特集� 第2回�

　この「コラム」は、アジア太平洋の国・地域の様々な社会、文化、
生活事情などについて4回にわたってシリーズで掲載するものです。
今年度は「モンゴル特集」とし、九州大学大学院の三本 泉氏に書
いていただきます。�

Mongolia

ショッピングセンターの内部�

ウランバートル中心部の道�

1972年生まれ。
九州大学大学院比較
社会文化学府博士後
期課程在学中。専攻
は文化人類学。テー
マはモンゴル・中央
アジアの民族・文化
の変容過程。

モンゴル�

中華人民共和国�

ウランバートル�バヤン・オルギー�

北京�

上海�

福岡�

日本�

香港�

台北�

Mongolia

〈続・ウランバートルの現況〉
前回は主にウランバートル周辺に残
る古い要素について書いたので、今
回は最近街で起こっている変化につ
いて書いてみる。
現地の人々が日用品を得るときに

は、大抵バス停の近くにあるキオス
クや、デルグールと呼ばれる小～中
規模の商店及びザハと呼ばれる市場
から購入する。ザハでは、牛や羊の
肉の塊、魚、野菜、果物等の生鮮品
が冷凍・冷蔵もされずにどんと置か
れており、他にロシアや中国から輸
入された安価な衣類、消耗品等がテ
ーブルの上にところせましと並んで
売られている。その一方、ウランバ
ートルでは数年前に、韓国資本によ
る大規模なショッピングセンターが
オープンした。ここでは韓国やヨー
ロッパ等から輸入された品物が並べ
られ、雰囲気や品揃えは日本のデパ
ートに近い。値段は少々高めにも関
わらず、外国人だけでなく現地の人
達もよく買い物に来ている。以前は
店員とテーブル越しに直接対面して、
会話をしながら買い物をするスタイ
ルが一般的だったが、現在ではレジ
を備えた店も増え、外国人にとって
買い物しやすくなった反面、日本の
スーパーで買い物するのとなんら変
わらず、多少つまらなくなったと言

えるかもしれない。
最近、ウランバートルを歩いてい

て気がつくのは、外国資本の広告が
非常に増えたことである。ヨーロッ
パや日本の企業の看板は勿論であるが、
とりわけ韓国資本はモンゴル進出が
盛んであり、有名な韓国企業の看板
は街中で頻繁に見受けられ、その中
にはハングル表記の看板も少なくない。
道路では、昔ながらの旧ソ連製の

バスやトロリーバスなどが現在でも
走行しているが、最近では日本が寄
贈したバスやトラック、韓国製・ア
メリカ製の４輪駆動車などがよく目
に付く。政府庁舎の周りの議員用駐
車場には高価な外国車やRV車が並び、
日本からのODAは本当に有効に使わ
れているのかと疑問に思うこともある。
学校で教えられる教科にも変化が

見られる。過去はロシア語が主な外
国語科目であったが現在、人気のあ
る外国語は英語、フランス語、ドイ
ツ語、韓国語、日本語である。欧米、

韓国や日本等、外国へ留学経験をも
つ人も増加している。
インターネットカフェや、携帯電

話も普及してきている。若者同士では、
日本と同様に携帯電話で連絡を取り
合うのが普通になってきている。また、
インターネットカフェで子供達がオ
ンラインゲームで遊ぶ姿は、もはや
日常的な光景である。
このようにウランバートルの街は

にぎやかさを増してきているが、気
になるのは、社会主義から資本主義
へと移行する中で、人々の内面がど
のように変化したかである。ビジネ
スに成功して金持ちになった人がい
る反面、貧富の差や高い失業率、マ
ンホールチルドレン等の問題も未解
決のまま残されている。資本主義化
が急速に進んで、人々の行動が大量
消費へと進んでいくのは避けられな
い事態ではあるが、拝金主義など資
本主義のマイナス面の方向ばかりへ
進むことは避けてもらいたいと願っ
ている。
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三本 泉（みつもと いずみ）

KEY INDICATORS 2003  〈概要〉ADBの役割は、ADB開発途上加盟国（ADB's Developing Member Countries = DMCs)
の発展を促進し、援助することにある。そのためには各国の経済、社会状況を把握する必要があり、信頼性のある統計書が不可欠である。
本書はアジア開発銀行（ADB)の代表的な出版物「KEY INDICATORS」シリーズの第34巻であり、DMCs41ヵ国・地域について、人口、
教育、経済、環境など各テーマにおける国別比
較表や、各国の年代別統計表（1985年以降）
が掲載されている。また特集として、DMCsの
教育事情を調査したレポートが、巻頭に掲載さ
れている。
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農村での意見交換�

都市研究センター�

オールドダカ�

スラム視察�

アジア太平洋センター�
研究交流第1係� 松浦　雅子�

自主研究8Aプロジェクト�

現地調査報告�

　9月21日から27日まで、
当センター自主研究8Aプロ
ジェクト「アジアの都市にお
ける共生社会のビジョン」の
研究主査である出口敦先生と
ともに、プロジェクト参加研
究者・三宅博之先生のバング
ラデシュ現地調査に同行する
機会を得た。�
　福岡からバンコク経由でバ

ングラデシュの首都ダカへ。ある年代の方々には「ダカ事件」
で記憶に残っているかもしれないが、現在使用されている国際
空港は別の場所にある。到着早々、リキシャ、三輪バイク、馬
車や2階建てバスなど様々な種類の乗り物がせめぎあう光景に
圧倒され、「喧噪」や「ケイオス」という言葉がこれほどぴった
りくるところはないのではないだろうかと感じた。�

　まず訪問したのは、ダカから車で約2時間ほど離れたタンガ
イル地方の農村で活動しているウビニグ（UBINIG）。1983年に
設立されたこの団体は、バングラデシュ全国11カ所の農村で
有機農法の普及活動に力をいれている。化学肥料や農薬を一切
使わず自然の生態系を巧みに利用し、米と同時にバナナやサト
ウキビ、野菜など様々な作物を育てることによって、生産性と
利益を向上させる技術指導を行っている。同時に穀類や野菜の
種の保管を女性の仕事と位置づけることにより女性の地位向上
や意識改革にも力をいれている。単なる技術指導ではなく、農
業を通じて農民に自信をつけ、意識の向上をはかる、このよう
な活動を学びに世界各国から人々が訪れ、私たちの訪問時はパ
キスタンから農民とNGOスタッフが研修にきていた。ダカに
はこの団体の本部兼店舗があり、農村での活動と併せて都市部
の人々への啓発活動にも力をいれている。農村でつくられた手
工芸品・農作物の販売、図書室・コンピュータールームの一般
開放、また国の政策に目を光らせ、遺伝子組み換え食品の輸入
禁止を求める裁判をおこすなど政治活動も行っており、その活
動は実に多彩である。�
　次に、ダカでゴミ問題に取り組むNGO団体ウエイストコン
サーン（Waste Concern）を訪問。生ゴミを有料で引き取りコ

ンポストを作り販売している。1995年2人の研究者によって設
立されたこの団体は、現在では行政側にもその業績が認められ、
スラムでの活動にも力をいれている。�
　訪問した2つの団体の将来を見据えた独自の理念に基づく方
法論や組織運営は、決して受け身ではなく積極的かつ行動的で
あり、私が訪問前に抱いていた「援助依存」というイメージは払
拭され、むしろリーダーシッフﾟ不在といわれる日本のほうが
学ぶべきところが多いのではないかと感じた。�

　その他、バングラデシュ開発研究所（BIDS）と都市研究セン
ター(CUS)において都市問題についてのヒアリングを行い、有
意義な意見交換を行うことができた。驚いたことに、設立31
年を迎えるCUSはダカ大学の先生方のボランティアにより運営
されている。出版物や会議開催により運営資金を調達している
そうだが、日本の大学でこのようにボランティアで組織されて
いる研究所はないのではないだろうか。�
　国民の70％以上が農業に従事し、天然資源にも恵まれず、
外資を誘致するようなこれといった産業もない「貧しい」と呼ば
れている国だが、今回、外国からの力を借りず自分たちの信念
に基づいた活動を自分たちの手で精力的に実践している人々に
会うことができ、これまでの「近代化」とは違った方法で独自の
発展への道を歩んでいこうとしている力を感じた。�
　最後に、今回現地でのアレンジや流暢なベンガル語での通訳
など一切をお引き受けいただいた三宅先生に心からお礼を申し
上げたい。�
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インド�

BANGLADESH
バングラデシュ�
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資料室から

★アジア太平洋センター（APC）賛助会員募集中★�

　夏らしい夏を感じる間もなく、秋。空気のすがすがしさに、芸術、スポーツを満喫しています。

ミレーの三大名画展では、『落ち穂拾い』を始めとする作品のほか、彼の影響を大きく受けたとされる、

ゴッホ、ゴーギャンなど近代名画の大家の作品を堪能。それぞれの作品のもつ力に圧倒されました。�

　ただ、最近ではこうした海外の大作、名作を日本に持ってくる事が難しくなっているとか。それ

は作品そのものの状態のみならず、世界情勢の変化も理由の一つだそうです。いづれも価値あるも

のだけに、争い事が原因で『ほんもの』が失われるようなことにならないでほしいと思います。《Ｏ》�

■表紙
《二つの柱》グェン・ミン・タン
1997／ベトナム 水彩・ライスペーパー

福岡アジア美術館所蔵

作者は71年戦時下のベトナムに生まれる。近年、手
すき紙に水彩で描いた自画像を数多く発表。異なるバ
ージョンの自画像を二枚並べることで、一人の人間に
潜む多様性を浮かび上がらせる。また構図や伝統衣装
を奇妙でどこかユーモラスに描くことで、現代社会に
生きる作者の変容するアイデンティティを探求している。

◆年会費（毎年度継続して納入いただきます）�
　個人：１口　 3,000円　　法人：１口　30,000円�

●賛助会員の特典�
　○センターが発行しているニューズレター「アゴラ」やニュ
　　ースレポート「中国動向」・「韓国動向」、研究誌「APCア
　　ジア太平洋研究」等の刊行物をお送りいたします。�
　○センター主催の講演会、ワークショップ等にご案内いたし
　　ます。有料のものは受講料が割引になります。　�

　当センターの事業・趣旨に賛同し、アジア太平洋地域の知
的交流や国際理解を深めるためのAPCの活動を応援してい
ただける賛助会員の方を募集しています。会員には様々な特
典を用意しています。�

今回新たにご入会いただいた会員の皆様をご紹介いたします。�
ご入会誠にありがとうございます。�

�●「韓國儒學史」（韓国語）、「韓國教育の民主化」（韓国語）
韓国儒学の歴史、教育における民主化について、延世大学の教授によって執筆されたテキスト。
（ 宗鎬著 延世大學校出版部発行 1973年10月）
（韓駿相著 延世大學校出版部発行 1992年8月）

●「韓國経済通史（第2版）」（韓国語）
韓国の経済史を前近代、近代前期（開港～解放）、後期（解放～80年代）、現代（90年代～
21世紀）に分けて特色を述べると共に、南北統合へ向けた経済交流の進展について論じ
られている。（李憲昶著 法文社発行 1999年3月）

●「統一白書 2003」（韓国語）
韓国で統一問題を扱う主要機関である統一部の発行。統一政策、北朝鮮分析、交流協力、
人道的支援、統一教育、南北会談などの資料。（韓国統一部統一政策室発行 2003年2月）

●「慎鉢稽 左澗 送穣戚食奄 (Jobs in Cinema)」（韓国語）
映画から見た職業について、ハリウッド映画、韓国映画を取り上げ、医者、教師、弁護
士などについて述べられている読み物。職業教育・訓練の実施や技術資格の検定、雇用
促進事業などを遂行している韓国の公共機関の発行。
（韓国産業人力公団中央雇用情報院発行 2001年12月）

アジア太平洋センター ホームページ  http://www.apc.or.jp

韓国での資料収集�

●賛助会新規加入会員�

（五十音順・敬称略）�

●お申し込み・お問い合せはこちらへご連絡下さい！�
　〒814-0001  福岡市早良区百道浜二丁目3-26�
　福岡タワーセンタービル内　財団法人アジア太平洋センター　�
　事業企画係  Tel: 092-852-1155   Fax: 092-845-3330　�
　E-mail : apc@apc.or.jp�
【9:30～17:30　土曜、日曜、祝日は休みです】�

秋元　文江　　岩見百合子　　梅村　哲夫　　黒木　睦子�
高　　玲子　　　嶋　義文　　高鍋　俊彦　　松崎　直子�
松崎　勇三�

■個人会員（9名）�

韓国ソウル市で、韓国の2002年版各種統計書や学術書を中心に、約80冊を収集しました。
その中から一部をご紹介します。


